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研究成果の概要（和文）：モナリザ効果とは，絵画に描かれた人物が斜めから見ても正対して知覚される現象で
ある.この現象では，絵の表面と，描かれた人物の間に傾き知覚の乖離が生じ，手がかり間の相互作用，物体の
空間的表現の多重性が生じる．本研究では，そうした点を，形の恒常性の崩壊過程，「顔らしさ」に対する依存
性，肖像画を構成する各部分に分布する両眼視差の効果等を通じて検討した．その結果，モナリザ効果の生起に
あたっては，両眼視差，顔の画像性手がかりが，2つの独立した過程で評価され，最終的に両手がかり系の情報
が統合され，意識にのぼる顔の向き，傾きの知覚として生じるというモデルを提案するに至った。 

研究成果の概要（英文）：Mona Lisa effect is a phenomenon in which the person depicted in a portrait 
is perceived as if he/she is facing directly to the observer when the observer moves around. When 
this happens, the figural depth cue of the depicted person suppresses the effectiveness of binocular
 disparity. There are two important points; (1)there occurs a separation between 3D perception of 
the depicted person and the picture surface, (2)the surface of the picture is not perceived although
 it is defined by binocular disparity. To explore these points, we examined several aspects 
including the effect of face-ness, and contributions of binocular disparity from separate components
 of portrait paintings. It was found that binocular disparity by itself does not contribute to the 
perception of orientation. From these results, it was concluded that figural cues and binocular 
disparity are evaluated by separate mechanisms and they are combined to create the perception of 
orientation of face or other objects.

研究分野： 知覚心理学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
絵画，写真など，3次元的な物体が二次元画像として描写，表現されている時には，画像表面はテクスチャのあ
る平面であり，そこには両眼視差が稠密に存在している．にもかかわらず，モナリザ効果の生起時には，画枠，
および被描写物の持つ画像的手がかりが，物理的な表面の知覚を抑制する，こうした特殊な奥行き手がかり間の
相互作用の解明は，二次元表現からの3次元物体の知覚を考える上で重要な要素であり，人間の脳内の三次元表
象の本質を知る手がかりとなる．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
モナリザ効果の成立は，絵画や写真の内部の世界に対しては，通常の奥行き知覚が機能停止して

しまうことを示している．画の枠の中には，仮想的な，周囲からは独立した「枠の中の世界」が

出現し，そこでは通常の奥行き知覚の制約が働かなくなると解釈することもできる．モナリザ効

果に見られるような，3次元物体の 2次元表現において，物体のオリエンテーションが観察者の

移動に伴って変化する，観察者の移動に追従するという現象は，古くから広く知られており，そ

の概要は Rosinski, R. R., & Farber, J. (1980)によって報告されており，また，その基本的

な幾何学的な原理は Rogers, S. (1995)が考察を行っている．しかし，モナリザ効果に関する実

験的な検討は，ほとんどが視線に関するもので(e.g. Roger, s., Lunsford, M., Strother, L. 

& Kubovy, M.: 2003) 頭，体，背景などの視線以外の構成要素に着目した研究はほとんど存在し

ない． 

 
２．研究の目的 
モナリザ効果に関して注目すべき点として以下の 2 点が考えられる (1)絵全体と，描かれた人物

の間に傾き知覚の乖離が生じ，手がかり間の相互作用，物体の空間的表現の多重性が生じる．こ

の時，形の恒常性は崩壊する．(2)絵画の表面には，稠密な両眼視差が生じ，表面の向きに関わら

ず，視差分布は連続的な平面を，一意的に決定する．しかし，絵画の表面に，こうした平面が知

覚されることはない．この２点は，画枠，および対象物の持つ画像的な傾き手がかりの存在が，

画枠内の対象物に対する奥行き知覚の機能を抑制することを示すと見ることもできる．こうし

た側面は，2 次元表現からの 3 次元物体の回復・知覚過程を考える上で重要な要素であると考え

られるが，これまでモナリザ効果をこうした視点から解析した例は無い．本研究では， 上記 2

点に関して実験的な検討を進め，2 次元的に表現された 3 次元物体の知覚の本質に迫ることを目

的とする． 
 
３．研究の方法 
本研究では，以下の６項を実施する． 
１. 構成要素それぞれの知覚様態および要素間の相互作用を明らかにする． 
２．個々の奥行き手がかり(画像性，両眼視差，運動視差)の関与，相互作用を明かにする． 
３．刺激の種類（顔，人体，人工物，光景）による差異を検討する．  
４. 絵画などの画面における，面知覚の不成立の要因を検討する． 
５. 以上の結果に基づき，2次元画像刺激による 3次元物体・光景知覚に関する包括的なモデル
を構築する． 
 
４．研究成果 

（１）モナリザ効果の評価指標 

顔の向きのモナリザ効果においては，対象人物の顔の向きを直接尋ねると，「正対している」という

判断の比率が主観よりも著しく低くなるという先行研究の報告を踏まえ，モナリザ効果を評価する

新たの指標として傾いた肖像画の対象人物の顔幅を用いるという手法を提案し，その有効性を検討

した．肖像画を傾けると，対象人物の顔の網膜像は，肖像画に正対したときよりも細くなる．通常，

このように物体を斜め方向から観察する場合には，形の恒常性の機能により網膜像の補正が生じる．

形の恒常性とは，視線に対して傾いた対象物の網膜像が，物理的には対象物に正対した時の像から

歪んでいても，知覚される形態が，正対時と同一に保たれることを指す．形の恒常性は，主として，

対象の傾き情報と，対象の形態に関する事前知識に基づいて生じると考えられているが，人物の顔

形態は自由度が高いことから，顔形態に関する事前知識は形成されていないと考えられる．そのた



め，対象人物の顔に対する形の恒常性は，肖像画の傾きの情報に基づいて生じると考えられる．し

たがって，肖像画を傾けた際，対象人物の顔幅が肖像画に正対したときよりも細く知覚されれば，

肖像画の傾きを顔の向きの判断に活用していないと考えられるため，顔は観察者に正対して知覚さ

れるが（モナリザ効果の生起），肖像画を傾けても顔幅が肖像画に正対した時と同程度に知覚されれ

ば，肖像画の傾きを顔の向きの判断にも活用していると考えられるため，顔は肖像画の傾きに応じ

て変化して知覚されると言える（モナリザ効果の非生起）．実験の結果，肖像画を傾けると対象人物

の顔幅は肖像画を見込んだ時の幅，すなわち網膜像の幅に従うことを示し，知覚される顔幅がモナ

リザ効果の評価指標として有効であることを示した．この結果を受け，本研究の心理実験では，知

覚される顔幅を指標としてモナリザ効果の生起強度を評価という手法を主に用いることとした． 

（２）モナリザ効果の生起と肖像画表面に分布する両眼視差との関連  

肖像画を構成する 3 つの部分，絵画の背景，画枠，対象人物の顔部分のそれぞれに分布する両眼視

差が，モナリザ効果の生起にどのように関わっているのかを詳細に検討した．その結果，絵画の背

景部分に分布する両眼視差はモナリザ効果の生起に関係していないことが明らかとなった．さらに，

画枠の形態変化としての画枠の画像性手がかりが存在しなければ，画枠と顔部分の両眼視差はモナ

リザ効果の生起に活用されない可能性を示した． 

（3）モナリザ効果と対象人物の顔の画像性手がかりとの関連 

いくつかの実験を実施した結果，顔の画像性手がかりの活用が困難である場合にはモナリザ効果の

強度が低下することを示し，目や鼻の相対位置・遮蔽関係として与えられる顔の画像性手がかりが，

対象人物の顔の向きの判断に支配的な役割を果たしていることを明らかにすることができた． 

（４）物体であることの効果 

モナリザ効果の生起が人物の顔の画像性手がかりに依存するという第（3）項の結果をより詳細に検

討するため，描かれる対象が物体であるか否かによってモナリザ効果と同様の対象の向きの不変性

の生起強度が異なるかを，建物の間の路地のような空間の方位との比較によって検討した．絵画に

描かれた対象の向きの不変性が，対象に特有の画像性手がかりに基づいて生じるのであれば，対象

が何らかの物体でなければ向きの不変性は生じないと考えられる．実験の結果，向きの不変性の強

度は対象が空間である場合に弱まり，対象の向きの判断における画像性手がかりの支配性を示した． 

（５）結論 

本研究の一連の結果は，モナリザ効果の生起時には，対象人物の顔の画像性手がかりによって，

両眼視差が活用されなくなることを示すものである．このことは，モナリザ効果は，肖像画表面の

両眼視差と，顔の画像性手がかりの統合の過程を反映した結果生じる現象であると考えられる．両

眼視差は従来考えられてきたほどに頑健ではなく， 奥行き知覚において他の手がかりよりも無条件

に優先的に重み付けされる情報ではないのかもしれない．本研究の結果は，モナリザ効果の生起の

みならず，奥行き手がかりの統合過程の解明に対しても一石を投じる知見であると言える． 
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